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 標
本
救
出
へ
博
物
館
が
連
携 

 

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
、
岩
手
県
の
陸
前
高
田
市
立
博
物
館

は
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
建
物

に
は
ガ
レ
キ
が
押
し
寄
せ
、
津
波
に

よ
っ
て
多
く
の
資
料
が
失
わ
れ
た
り
、

破
壊
さ
れ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
。
学
芸

員
な
ど
職
員
六
名
も
、
死
亡
や
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
博
物
館
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和

 

数
が
膨
大
な
反
面
、
海
水
に
浸
か
っ

た
標
本
は
既
に
腐
敗
も
進
行
し
つ
つ

あ
り
、
修
復
作
業
は
時
間
と
の
勝
負
に

な
る
。
そ
こ
で
、
岩
手
県
立
博
物
館
か

ら
全
国
の
学
芸
員
に
応
援
要
請
が
出

さ
れ
、
二
十
五
箇
所
の
博
物
館
な
ど
が

要
請
に
応
じ
、「
標
本
レ
ス
キ
ュ
ー
」

と
い
う
一
大
作
戦
が
始
ま
っ
た
。 

 

罹
災
標
本
の
修
復
作
業 

 

北
海
道
大
学
で
は
、
総
合
博
物
館
と

植
物
園
が
協
力
し
、
総
合
博
物
館
で
は

昆
虫
と
植
物
、
植
物
園
は
植
物
の
標
本

を
修
復
し
て
い
る
。
一
刻
を
争
う
こ
と

に
加
え
、
学
術
標
本
の
修
復
と
い
う
、

専
門
的
な
技
能
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

津
波
を
か
ぶ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
た
標
本
は
、
そ
の
間
に
腐
敗
や

カ
ビ
が
進
行
し
、
標
本
本
体
が
た
い
へ

ん
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
（
図
３
）。
塩

初
期
に
か
け
て
、
岩
手
県
の
植
物
・
昆

虫
・
貝
類
な
ど
の
自
然
史
解
明
に
尽
力

し
た
鳥
羽
源
蔵
（
一
八
七
二
〜
一
九
四

六
）
の
標
本
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
た
（
図
２
）。
鳥
羽
は
札
幌

農
学
校
の
松
村
松
年
（
一
八
七
二
〜
一

九
六
〇
）
か
ら
昆
虫
学
を
習
っ
た
こ
と

も
あ
る
、
岩
手
を
代
表
す
る
博
物
学
者

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
標
本
は
ど

う
な
っ
た
の
か
？ 

 

震
災
後
、
現
地
に
入
っ
た
岩
手
県
立

博
物
館
の
学
芸
員
を
中
心
と
す
る
関
係

者
た
ち
は
、
罹
災
し
た
陸
前
高
田
市
立

博
物
館
か
ら
県
立
博
物
館
へ
残
さ
れ
た

標
本
を
移
送
。
い
ま
修
復
処
理
を
す
れ

ば
何
と
か
救
出
で
き
る
標
本
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
標
本
の
状
態
を
確
認
す

る
と
共
に
、
今
後
の
処
置
を
検
討
し
た
。

そ
の
数
は
植
物
標
本
約
一
万
点
、
昆
虫

標
本
約
百
五
十
箱
に
の
ぼ
る
。 

水
と
共
に
大
量
の
泥
を
か
ぶ
っ
て
汚
れ

も
ひ
ど
い
。 

 

さ
ら
に
、
標
本
の
採
集
地
、
採
集
年

月
日
、
採
集
者
な
ど
の
情
報
を
示
す
「
標

本
ラ
ベ
ル
」
は
、
水
に
浸
か
っ
て
イ
ン

ク
が
滲
み
、
中
に
は
既
に
判
読
不
可
能

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ
る
（
図

４
）。
こ
う
し
た
情
報
の
無
い
標
本
は
、

博
物
館
資
料
と
し
て
の
有
効
性
が
大
き

く
低
下
し
て
し
ま
う
。 

 

一
方
で
、
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た
標

本
の
修
復
は
、
ほ
と
ん
ど
の
館
で
経
験

が
無
い
。
そ
こ
で
、
学
芸
員
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
最
大
点
に
活
用
し
て
、
技
術

的
な
情
報
交
換
が
活
発
に
為
さ
れ
、
修

復
の
現
場
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
日
頃

か
ら
標
本
を
扱
い
、
博
物
館
資
料
の
保

存
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

蓄
積
し
て
い
る
学
芸
員
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
標
本
レ
ス
キ
ュ
ー
に
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最
大
限
発
揮
さ
れ
る
の
だ
。 

 

北
大
植
物
園
で
は
、
通
称
「
焼
き
肉

方
式
」
と
呼
ば
れ
る
標
本
洗
浄
が
特
徴

（
図
５
）。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
の
長
方
形

の
網
で
罹
災
標
本
を
挟
み
、
水
を
張
っ

た
コ
ン
テ
ナ
に
浸
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
水
を
吸
っ
て
台
紙
ご
と
も
ろ
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
標
本
を
、
安
全
で
速

や
か
に
洗
浄
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ

う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
、
修
復

作
業
の
能
率
ア
ッ
プ
に
大
き
く
寄
与
す

る
の
で
あ
る
。 

 

総
合
博
物
館
で
の
修
復
作
業
に
つ
い

て
は
、
五
月
十
八
日
付
の
北
海
道
新
聞

で
も
紹
介
さ
れ
た
他
、
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
そ
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 
 

 
 
 

図２ 明治36年鳥羽源蔵採集のム
シトリスミレの標本ラベル。標本
は、その時代の生物相を実物で記録
した、貴重な資料である。 

図１ 腐敗が進行し本体から分離した果実を
選別。日常の標本管理技術を罹災標本の修復
に活かす。 

図４ 北大植物園での標本レスキュー。植物園では
200点の植物標本を受け入れた。標本ラベルの記載
事項は本体と共に重要であり、作業にあたって記録
をとる。 

図５ 焼き肉の網を標本の下に敷いて作業。さらに上にも被せ
て上下から挟むことで、ふにゃふにゃになった標本を安全に運
ぶことができる他、このまま水に浸けたり出したりできる。他
館からは「焼き肉方式」と呼ばれている。 

図３ 罹災した植物
標本。水に浸かって放
置されたことでカビ
や腐敗が進行。また泥
をかぶって汚れてい
る。本来、標本を保護
する役割を持つ台紙
も、水に浸かってふ
にゃふにゃになって
いる。さらに、花や葉
が本体から分離して
しまっている。 


